
日
本
の
技
術
革
新
力
向
上
の
課
題
（
２
０
１
６
・
９
・
１
４
） 

  

日
本
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
メ
ダ
ル
総
数
四
一
個
を
獲
得
し
、
過
去
最
高
と
な
っ
た
。
競
技
種

目
の
増
加
、
一
部
の
競
技
で
の
ロ
シ
ア
選
手
の
出
場
停
止
な
ど
が
追
風
に
な
っ
た
と
は
い
え
快
挙
で
あ
る
。
そ
の
最
中
に
世

界
知
的
所
有
権
機
関
（
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
）
が
世
界
一
二
八
カ
国
を
対
象
に
八
二
項
目
の
資
料
を
評
価
し
た
「
技
術
革
新
力
（
Ｇ
Ｉ

Ｉ
）
」
を
発
表
し
た
が
、
日
本
は
昨
年
の
一
九
位
よ
り
は
上
昇
し
た
も
の
の
一
六
位
で
あ
っ
た
。 

 

昨
年
一
位
で
あ
っ
た
ス
イ
ス
が
今
年
も
一
位
、
以
下
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
ど

欧
米
諸
国
が
上
位
を
占
有
し
、
ア
ジ
ア
地
域
だ
け
を
列
挙
し
て
も
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
六
）
、
韓
国
（
一
一
）
、
香
港
（
一
四
）

な
ど
、
日
本
と
し
て
は
納
得
で
き
な
い
順
位
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
の
所
在
を
検
討
す
る
た
め
、
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
が
利
用
し
た
資

料
で
は
な
い
が
、
技
術
革
新
に
必
要
な
資
源
で
あ
る
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
に
つ
い
て
、
ア
ジ
ア
地
域
を
対
象
に
比
較
し
て

み
た
い
。 

 

ヒ
ト
は
研
究
者
数
で
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
が
数
字
を
発
表
し
て
い
な
い
の
で
完
全
で
は
な
い
も
の
の
、
総
数
で
は
中
国
、

日
本
の
順
番
で
あ
る
。
し
か
し
人
口
あ
た
り
の
研
究
者
数
で
は
、
台
湾
（
二
）
、
韓
国
（
八
）
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
一
二
）
、
日

本
（
一
六
）
と
な
る
。
当
然
、
能
力
が
重
要
で
あ
る
が
、
学
位
取
得
者
の
比
率
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
一
）
、
日
本
（
二
）
、
中

国
（
三
）
、
科
学
論
文
数
で
は
中
国
（
二
）
、
日
本
（
三
）
、
特
許
取
得
数
で
は
日
本
（
一
）
、
中
国
（
三
）
、
韓
国
（
四
）
と
十

分
に
優
秀
で
あ
る
。 

 

現
代
の
モ
ノ
の
代
表
は
情
報
技
術
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
以
前
は
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線
の
普
及
が
韓
国
以
下
で
問
題
と
さ

れ
て
い
た
が
、
現
在
は
一
位
に
な
り
、
高
速
の
携
帯
電
話
の
普
及
も
一
位
に
躍
進
し
て
い
る
。
問
題
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
、

人
口
あ
た
り
普
及
率
は
中
国
（
八
）
、
韓
国
（
一
八
）
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
一
九
）
、
日
本
（
二
二
）
で
あ
り
、
今
年
の
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
順
位
も
一
位
と
二
位
が
中
国
、
三
位
と
四
位
が
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
「
京
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
」
は
五
位
で

あ
る
。 

 

カ
ネ
は
研
究
開
発
費
で
あ
る
が
、
人
口
あ
た
り
で
は
、
上
位
か
ら
ス
イ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
順
番
で
、
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
技
術
革
新
力
で
上
位
の
国
々
が
上
位
で
あ
り
、
日
本
は
一
二
位
で
あ
る
が
ア

ジ
ア
で
は
一
位
で
あ
る
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
あ
た
り
で
は
一
位
が
韓
国
で
、
日
本
は
三
位
で
あ
る
。
総
数
で
判
断
す
る
か
、
人
口
や
経

済
の
規
模
あ
た
り
で
判
断
す
る
か
で
評
価
は
分
か
れ
る
が
、
こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
で
は
十
分
に
高
位
で

あ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
数
字
で
評
価
で
き
な
い
問
題
が
日
本
に
は
あ
る
。
第
一
は
ヒ
ト
や
カ
ネ
の
流
動
性
の
欠
如
で
あ
る
。

最
近
、
人
工
知
能
や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
研
究
者
数
は
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
。
そ
れ

を
反
映
し
て
日
本
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
能
力
の
評
価
は
世
界
の
四
四
位
で
あ
る
。
特
定
の
分
野
の
研
究
を
継
続
す
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
が
、
社
会
が
期
待
す
る
分
野
へ
資
源
が
移
動
す
る
仕
組
を
用
意
し
な
い
と
、
資
源
が
有
効
に
利
用
さ
れ
な

い
こ
と
に
な
る
。 

 

第
二
は
国
際
性
の
欠
如
で
あ
る
。
こ
こ
数
年
、
留
学
生
の
減
少
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
が
、
海
外
へ
の
留
学
生
の
人
口
当
た

り
比
率
は
世
界
四
一
位
、
海
外
か
ら
の
留
学
生
比
率
は
五
三
位
で
あ
る
。
国
内
の
教
育
機
関
が
充
実
し
て
い
る
と
い
う
見
方

も
あ
る
が
、
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で
上
位
に
な
っ
た
選
手
の
多
数
が
豊
富
な
海
外
経
験
の
あ
る
こ
と
が
証
明
す
る
よ

う
に
、
国
際
経
験
は
重
要
で
あ
る
。
そ
の
内
向
き
を
加
速
し
て
い
る
の
が
英
語
の
能
力
で
あ
り
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
の
成
績
で
日

本
は
最
下
位
で
あ
る
。 

 

第
三
が
軍
民
両
用
（
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
）
技
術
の
問
題
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
や
中
国
が
公
表
す
る
研
究
開
発
費
は
軍
事
研

究
費
を
除
外
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
一
般
研
究
費
に
匹
敵
す
る
規
模
で
あ
る
。
庖
丁
が
殺
人
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
軍
民

の
区
別
は
困
難
で
あ
り
、
軍
事
目
的
で
開
発
さ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
が
世
界
に
貢
献
す
る
と
同
時
に
ア
メ
リ
カ

を
優
位
に
し
て
お
り
、
日
本
の
技
術
革
新
力
の
向
上
の
た
め
に
も
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。 


